
26 

IC2次側水量

0

50

100

150

200

3/11
14:30

3/11
15:00

3/11
15:30

3/11
16:00

3/11
16:30

3/11
17:00

3/11
17:30

3/11
18:00

3/11
18:30

3/11
19:00

3/11
19:30

日時
質

量
 (t

on
)

解析値（IC2次側水量A系)

解析値（IC2次側水量B系)

IC流量

0

100

200

300

400

3/11
14:30

3/11
15:00

3/11
15:30

3/11
16:00

3/11
16:30

3/11
17:00

3/11
17:30

3/11
18:00

3/11
18:30

3/11
19:00

3/11
19:30

日時

流
量

 (t
on

/h
)

解析値

原子炉水位 (mm)

-6000

-4000

-2000

0

2000

4000

6000

8000

3/11
14:30

3/11
15:00

3/11
15:30

3/11
16:00

3/11
16:30

3/11
17:00

3/11
17:30

3/11
18:00

3/11
18:30

3/11
19:00

3/11
19:30

日時

T
A

F
基

準
の

水
位

 (
m

m
）

解析値(燃料域水位計)

実測値(NRの燃料域換算)

地震発生
原子炉スクラム

IC自動起動

IC手動停止

IC手動
起動・停止
（3回）

SR/V開閉

IC再起動

原子炉圧力(Mpa,g)

0

1

2

3

4

5

6

7

8

3/11
14:30

3/11
15:00

3/11
15:30

3/11
16:00

3/11
16:30

3/11
17:00

3/11
17:30

3/11
18:00

3/11
18:30

3/11
19:00

3/11
19:30

日時

圧
力

(M
pa

,g
） 解析値

実測値（過渡記録装置）

地震発生
原子炉スクラム

IC自動起動

IC手動停止

IC手動
起動・停止
（3回）

SR/V開閉

IC再起動

【３】ケース３Ａ ： ＩＣ再起動、 50％開度（初期５時間） 

原子炉圧力 

原子炉水位 

ＩＣ流量 

ＩＣタンク水量 

・ＩＣの弁操作により、ＩＣが再起動した（16：15と仮定）条件で、

かつ、弁が全開で無い場合の解析を行った。弁開度を５

０％に絞り、ＩＣの流量を60％程度とした。このＩＣ流量でも崩

壊熱は除去されるため、原子炉圧力は低下して、原子炉水

位は維持される。 


